
令
和
元
年
六
月
十
八
日
受
領

答
弁
第
二
一
一
号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
二
一
一
号

令
和
元
年
六
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
柚
木
道
義
君
提
出
医
療
機
関
に
お
け
る
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
と
も
な
う
診
療
報
酬
の
補
て
ん
及
び
標
準
化
さ

れ
た
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
柚
木
道
義
君
提
出
医
療
機
関
に
お
け
る
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
と
も
な
う
診
療
報
酬
の
補
て
ん
及
び
標
準

化
さ
れ
た
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
補
て
ん
不
足
の
医
療
機
関
」
及
び
「
必
要
な
予
算
措
置
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
医
療
機
関
等
が
仕
入
れ
に
要
し
た
消
費
税
負
担
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日
に
与
党
が
取
り
ま
と

め
た
「
平
成
三
十
一
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
に
お
い
て
、
「
今
般
の
消
費
税
率
十
％
へ
の
引
上
げ
に
際
し
て
は
、
診
療
報
酬

の
配
点
方
法
を
精
緻
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関
種
別
の
補
て
ん
の
ば
ら
つ
き
が
是
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
今
後
、

所
管
省
庁
を
中
心
に
、
実
際
の
補
て
ん
状
況
を
継
続
的
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
、

診
療
報
酬
の
配
点
方
法
の
見
直
し
な
ど
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
、
必

要
に
応
じ
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
確
実
に
導
入
さ
れ
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
元
年
十
月
一
日
に
施

行
さ
れ
る
医
療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元

一



年
法
律
第
九
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
る
医
療
情
報
化
支
援
基
金
を
活
用
し
て
、
国

の
指
定
す
る
標
準
規
格
を
実
装
す
る
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
医
療
機
関
に
対
し
て
促
す
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

二


